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1 はじめに

近い将来，コンピュータはユビキタスで透明な存在に

なり，生活のあらゆる場面で利用され，組み込まれ，人々

の生活を支える存在になると予想されている [2]．コン
ピュータが日用品になることから，応用分野も広がり，

家庭でのコンピュータ利用が注目されつつある．

筆者らは，家庭でのユビキタスコンピューティングの

一つとして，キッチンへの応用を進めている．キッチン

は，家庭の中における，ものづくりの場であり，コミュ

ニケーションの場，学びの場でもある．そこでは，食材

の在庫を管理する，レシピを検索する，調理の作業を支

援する，料理を介しての家族や遠隔地とのコミュニケー

ションを支援する，調理法を学んだり伝えるなどの，コ

ンピュータ技術が重要な役割を果たすことができる応用

分野が多数存在している．

本論文では，キッチンでのコンピュータ利用を実験する

ために，コンピュータ強化キッチンKitchen of the Future
を構築し，この上で稼働するアプリケーション，レシピ

作成支援システムを試作したので報告する．また，今後

開発予定の，本キッチンを用いた応用例の紹介を行う．

2 Kitchen of the Future

キッチンにおけるコンピュータ利用を実験するために，

各種アプリケーションの試作と評価を行うためのハード

ウェアプラットフォームである，Kitchen of the Future
を作成した (図 1)．これは，市販されているシステムキッ
チン (クリナップ社 S.S.)カウンター1 に，コンピュータ

機能を組み込んだ，コンピュータ強化キッチンカウンター

である．本キッチンカウンターには，流し，コンロ，2
カ所の調理スペースの，合計 4カ所の作業エリアがある．
そこで，それぞれのエリアでの作業を支援する目的で，

エリアごとにビデオカメラ，マイクロフォン，フットス
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図 1: 試作したキッチンシステム．カップボード下にカ
メラとマイクロフォン，正面壁に LCD，足下にフット
スイッチが設置されている

イッチ，14.1インチディスプレイ LCDを，合計 4組，組
み込んだ．

カメラとマイクロフォンは吊り戸棚の下に取り付けた．

カメラは下方を向いており，ユーザの手元を撮影する (図
2)．これは他システム [1] 2 でも採用されている構成で

ある．手元のみを撮影して，ユーザの顔や部屋の様子を

撮影しないので，カメラが引き起こすプライバシー問題

を回避することができる．

ユーザがコンピュータに入力を行えるように，足元に

フットスイッチを設置した．調理中は両手がふさがって

いたり，ぬれていたりするので，ハンズフリーな入力方

法が望ましい．そこで，4カ所の作業エリアそれぞれに
ある，最下部引き出しの前面に，つま先で押し込む方式

のフットスイッチを図 3のように設置した．

以上の装置は，吊り戸棚の上に設置されたコンピュー

タ (OSは Linux)に接続されている．4台のマイクロフォ
ンとカメラからの信号は，アナログスイッチで構成され

たセレクタにより，一つが選択されて，コンピュータに取

り込まれる．4個の LCDを駆動するために，コンピュー
タには 4枚のグラフィックカードを設置した．X Window
の元で，XGAの 4倍の表示エリアのある仮想ディスプ
レイとして動作している．

2http://www.cc.gatech.edu/fce/ecl/projects/cooking/
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図 2: カメラと LCD部分．フットスイッチの操作で，手
元の写真を撮影し，音声メモを記録する．

3 レシピページ作成支援

Kitchen of the Futureを用いた最初のアプリケーショ
ンとして，WWW上に公開するためのオンラインレシピ
の作成支援システムを実装した．インターネット上に公

開される料理のレシピは増加しており，公開されたレシ

ピをテーマにしたチャット機能により，参加者のコミュ

ニティが形成されているWWWサイトもある．3

しかしながら，両手がふさがっている実際の調理の場

で，写真付きのレシピを作成していく作業は困難である．

筆者らは，Kitchen of the Futureを利用すれば，このよ
うなレシピの作成を支援できると考え，そのためのアプ

リケーションを試作した．これにより，ユーザは足元ス

イッチの操作で，作業中の手元の写真を撮影することが

できる．同時に，マイクロフォンにより作業の説明を音

声メモで収録することができる．こうして得られたデー

タから，調理の様子を写真で表示して，写真をクリック

することで音声のメモを聞くことができるWWWペー
ジを自動作成する．

本システムは，今後実際の調理の場で利用して，レシ

ピ作成の評価実験をすすめ，システムの改良を行う予定

である．公開するためのレシピだけでなく，親が子供に

料理方法を伝えるような，カジュアルなメモのような形

での利用も可能であると考えている．また，現在の試作

では，写真と音声だけによるレシピとなっているが，将

来コンロのコックや温度，蛇口などのセンサやタイマー

と連動させることで，さらに細かい情報も取り込んだレ

シピを作ることも計画している．

3http://cookpad.com/ではレシピが 7万品公開されて，月間 100
万人の利用者がある．

図 3: フットスイッチ部分．下部引き出し全面に足で操
作するスイッチを組み込んだ．

4 今後の展開

レシピの作成の他に，レシピの提示においても本シス

テムで新しい手法が実現できると考えている．レシピは

通常，単品の料理の作り方を示しているが，一般家庭で

の調理では，複数の料理を効率良く，タイミング良く作

り上げることも重要である．そこで，複数のレシピの手

順から，調理タスクのスケジューリングを行えば，食材

の下ごしらえの間に別の調理作業を行うなどの，段取り

を提示する機能が実現できると考えている．

一方，コンピュータネットワークを利用することで，

キッチンを利用した遠隔コミュニケーションや遠隔教育も

可能になると考えている．Kitchen of the Futureは，東
京都の玉川大学と函館市の未来大学の双方にインストー

ルしている．この 2地点でキッチンの映像と音声を交換
することで，調理の遠隔教育，調理を通した子供の遠隔

交流などの実験を行うことを計画している．また，遠隔

地に暮らす家族をキッチン経由で接続することで，家庭

料理の作り方を親に教わるなどの目的に使う，コミュニ

ケーションツールとしての利用も期待できる．
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